第　７　分　科　会

	タイトル
	すべての人が共に暮らす社会づくり

	推進委員
	座　長：満　永　正　幸（鹿児島県本部）
　　　：仲　　　恭　介（福岡県本部）
　　　：佐　藤　俊　生（大分県本部）
　　　：富　永　幸　人（熊本県本部）

	本部推進委員
	榎　本　朋　子（労働条件局長）

	担当書記
	高　山　尚　子（総合労働局）


	項　　目
	内　　　　　容

	テ　ー　マ
	高齢者、障害者、貧困など、当事者の立場からは暮らしづらい社会となっている。これを改善すべく障害者差別解消法の施行など、法的・制度的には方向性が示されているが、当事者から見れば依然バリアによって社会参加が妨げられているのではないだろうか。当事者でないとなかなか気づかないバリアを学ぶことによって、さまざまな立場の人たちが同じように社会参加できる地域づくり・まちづくりについて考えるきっかけを作る。

	土佐自治研で
取り上げる

自治研的課題
	日常の中で社会的弱者の視点を考えて責任ある仕事をしているか、生活を営んでいるかを問う

	課題解決にむけた

先進的活動
	議員活動を通じての政策提言

障害労働者全国連絡会の取り組み


	項　　目
	内　　　　　容


	タイムスケジュールと
企画内容
	＜午前＞

９：30　開会あいさつ

９：35　座長あいさつ

９：40　講　　演
　　　　「『共生社会に向けて』 ― 障害を抱える当事者から ― 」

　　　　　　講師：障害者の自立と政治参加をすすめるネットワーク事務局
　　　　　　　　　　大牟田市議会議員　古庄　和秀

10：50　要請レポート報告
　　　　「障害労働者全国連絡会の考えるバリアフリーチェックについて

　　　　　 ― 障害当事者から見て ― 」

　　　　　　報告：広島県本部／自治労広島県職員連合労働組合　藤吉　　忍
11：10　取り組み報告
　　　　「高知におけるタウンモビリティの取組み」

　　　　　　講師：ＮＰＯ法人福祉住環境ネットワークこうち

　　　　　　　　　（愛称：ふくねこ）理事長　笹岡　和泉
12：00　昼食休憩
＜午後＞
バリアフリー体験はグループごとに車いす体験とアイマスク体験を行います。車いす体験は大会議室、アイマスク体験は研修室１・２で行いますので、昼食休憩後Ｂグループは研修室１・２に移動してください。

車いす体験講師：ＮＰＯ法人福祉住環境ネットワークこうち

　　　　　　　　（愛称：ふくねこ）理事長　笹岡　和泉
アイマスク体験講師：公益財団法人　高知県身体障害者連合会

　　　　　　　　　　視覚障害者向け機器展示室　ルミエールサロン
　　　　　　　　　　　金平　景介
12：40　バリアフリー体験第１部
　　　　（Ａグループ：車いす体験、Ｂグループ：アイマスク体験）

13：55　移　　動
14：00　バリアフリー体験第２部

　　　　（Ａグループ：アイマスク体験、Ｂグループ：車いす体験）
15：15　移　　動
15：20　グループ討議

15：50　グループ報告と総括

16：20　全体のまとめ
16：30　終　　了
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